
  

軽井沢そのすべてが学びのフィールド 長野県軽井沢高等学校「３つの方針」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓「誠実・勤勉であれ」～軽井沢高等学校のあゆみ～ 

① 70年以上にわたり、地域を支える人材を送り出してきました。【ローカルな高校】 

②軽井沢は、国内外多くの人々に愛されてきた国際文化親善観光都市です。【グローバルな環境】 

③県下初の英語科設置後、普通科コース制、普通科総合選択制とデュアルシステム導入と時代 

とともにカリキュラムを変化させてきました。【学びのフロンティア】 

◎これらの歴史や特徴をふまえながら、軽井沢高等学校はリニューアルします！ 

【教育課程編成・実施方針】３つの特徴 

①探求・探究活動の充実とそれを可能にする柔軟な時間割 

・「自己探求」から「地域探究」そして「課題探究」と、学びを深めていきます。 

・探究活動に多くの時間を割きつつ、卒業に必要な単位数は保障します。 

・学年が上がるにつれて、自由度の高い柔軟な時間割を組むことが可能になります。 

②３つの選択群を設定 

・「選択群」とは、コース制のもつ専門性と総合選択制のもつ自由度の両立を目指すものです。 

③ＩＣＴを活用した地域連携 

・公設塾「軽井沢町学習センター」や町内教育機関との「７校連携協定」ほか様々な教育関連

団体との協働的な学びをすすめます。 

・地元企業と連携した就業体験や長期インターンシップを奨励します。 

・軽井沢にゆかりのある各界で活躍する方々を招き、講演会や教養講座を開講します。 

・そのツールとしてのＩＣＴ環境を充実させ、個に応じた学習を実践します。 

＜1年：「自己探求」＞ 

・今の自己を見つめ、将来のありたい姿を見据える講演や校外活動を実践します。 

・共通必修科目を多く学びながら、学びに向かう姿勢を養います。 

＜２年：「３つの選択群」「地域探究」＞ 

・「人文科学群」「社会科学群」「自然科学群」の３つのいずれかを選択し、選択群に関連する 

科目を中心に多様な学習を深めます。 

・地域や身の回りの課題解決に向けた探究学習を実践します。 

＜３年：「課題探究」＞ 

・選択群に関する発展的な学習をすすめます。 

・１～２年次の学習で発見したテーマや課題について掘り下げます。 

・校外での活動をより発展的に展開し、その成果を発表します。 

 

【生徒育成方針】 

◎軽井沢ならではの学びから、自立して学びに向かい続けることのできる人物を育成します。 

①多くの人々に愛される軽井沢の自然や風土 

・自然や産業を題材に、地域と連携した学習を進め、地域を愛し、地域に貢献できる人材を養成 

します。 

②グローカルなエリアとしての軽井沢 

・国内外さまざまな背景をもつ人々が集う軽井沢での学びから、多様な価値観を受容し、尊重 

できる人物を育みます。 

【生徒募集方針】こんな皆さんを待っています！ 

①軽井沢での学びに興味をもち、好奇心が旺盛なひと   

②中学時代までに様々な活動に参加し、その体験を通じて周りの役に立ちたいと考えているひと 

③周りの人を思いやり、協力できるひと 


